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研究課題の概要
本研究は、現代人の社会生活の中の睡眠に関わる諸問題を解決し、国民生活をより

快適で質の高いものとするために、我が国の睡眠に関するトップレベルの学際的研究
チームを組織して研究開発を行なう。

(1)総 評
本研究は「①人間の睡眠習慣と睡眠の役割の解明に関する研究｣、｢②睡眠と睡眠覚

醒リズムの調節機構を活用するための研究｣、｢③睡眠・覚醒障害の治療法及び予防シ

ステムの開発｣ 「④質の高い日常生活をおくるための休息・睡眠法の開発と普及」の、
４課題について研究を実施しており、これらの目標設定については適切であったと考
えられる。サブテーマ①及び③のように、生活者の直接的な対策に関わる研究の成果

が見えにくいが、それぞれについても一定の成果を得ており、全体的に見て目標は達
成されたものと考えられる。

個別の項目について目を向けると、まず情報発信については、国際的にも高い評価

を得た論文を多く発表しており、また、研究成果について啓蒙書及び専門書の２冊の
書籍を出版する等、十分行われていると考えられる。本研究の成果については、睡眠
の調節機構に関するもの、快眠技術の普及等、睡眠に関わる幅広い分野の内容が得ら

れており、科学的価値は十分高く、社会的な観点による成果、国民生活への波及効果
及び科学的波及効果については世界的に見ても第一線級のレベルである。

本研究の各サブテーマについてはそれぞれの独立性が高く、連携性は必ずしも明確
ではない部分もあるが、日常生活における快適な睡眠の確保に資するという点につい
ての整合性は十分であり、代表者の指導性については十分に発揮されている。

なお、本研究は第Ⅰ期、第Ⅱ期の合計６年間実施された研究であるが、第Ⅱ期移行
の際には、生活者及び社会的な観点からの研究強化や生活者への成果の還元、睡眠障
害の社会的影響や睡眠覚醒リズムのコントロールに関する研究の推進が要望されてい

たが、それらについても第Ⅱ期の研究テーマに十分反映されている。
それゆえ本研究は総合的に見て非常に優れた研究であった。もし付け加えるとする

ならば、この研究成果を生活者に還元するための仕組み、例えば睡眠研究所の設立を

視野に入れる時期になっているように思われる。＜総合評価：ａ＞

(2)各テーマにおける評価結果

① 人間の睡眠習慣と睡眠の役割の解明に関する研究
疫学を中心とした基礎的研究として、一般住民・高齢者・女性の日常生活におけ

る睡眠問題とその調整法、男女の日勤・夜勤勤労者の労働環境における睡眠問題と

その健康対策及び仕事上のミスの防止、日中仮眠による事故発生の実体・病態生理
・予防に関する研究を実施している。良質な睡眠の確保は夜型社会で必須であり、

興味深い内容であると考えられる。



② 睡眠と睡眠覚醒リズムの調節機構を活用するための研究
睡眠調節機構の解明に基づき調節機構を活用するための先駆的研究に取り組んで

きた。その結果、睡眠不足の解消のための快眠技術の開発（睡眠調節物質の開発、

睡眠研究用モデル動物の開発と応用、脳の修復過程としての睡眠の役割 、概日リ）
ズムの位相設定メカニズムを利用した快眠技術の開発（概日リズムの発生機構の解
明、高照度光照射とメラトニン服用による調睡眠節法の確立）に関する研究を実施

ている。睡眠の調整機構に関する研究成果は世界的に見てもトップクラスであり高
く評価できる。

③ 質の高い日常生活をおくるための休息・睡眠法の開発と普及
日常生活に密着した開発研究として快眠技術の確立と普及（寝室環境の制御によ

る快適睡眠構築技術の確立、体温上昇を利用した普及型快眠技術の確立 、眠気予）
防技術の確立と普及（居眠り運転の予測及びその回避方法の確立、短時間仮眠法に
よる日中の眠気防止技術の確立、眠気予測シミュレーター・システムによる事故防

止対策）に関する研究を実施している。このような平易な手法を用いた快眠技術に
ついては、より一層生活者に対する普及を行う必要がある。ただし、現在最も緊急
を要すると考えられる、日中過眠の予防に関する研究については、昨今の分子生物

学の成果を取り入れたさらなる成果が期待されるところである。

④ 睡眠・覚醒障害の治療法および予防システムの開発

睡眠・覚醒障害の臨床的研究として、高照度光及びメラトニン関連物質による治
療技術の開発、早期障害発見システムの開発、障害予防システムの開発、生体内睡
眠制御物質のヒト睡眠制御への応用、睡眠中の自律神経機能評価法の応用研究等広

範囲に渡る研究が行われた。明確な目標計画に基づき実施されており、他の３班と
比較して遜色のない成果が得られている。
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